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巨礫を有する河道における線格子法とふるい分け法を
併用した河床材料粒径分布の把握手法
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研究の背景 線格子法結果の3次元化
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最大粒径 必要最小質量

100mm 70kg
300mm 2,000kg

JIS A 1204
「⼟の粒度試験⽅法」

JGS0132-2009
「⽯分を含む地盤材料の粒度試験⽅法」

最大粒径 必要最小質量

125mm 100～200kg
300mm 750～1,500kg線格⼦法

長所 短所

ふるい分け試験
（容積サンプリング法）

最大径が100 mm程度の場
合，最も精度の高い粒度
分布が得られる

最大粒径が大きい
場合，試料が膨大
になる

線格子法
最大粒径が大きい場合で
も計測が容易

小粒径の材料を過
小評価

ふるい分け試験（容積サンプリング法）

小粒径の河床材料は表面に出にくいことな
ど，砂等の小粒径の材料が多く存在する場
合の分布の把握には向かない

⼭本晃⼀：礫河床のサンプリングと統計的処理，⼟⽊技術資料13-7，pp.40-44，1971年7⽉．

河床材料の粒径分布
→洪水時や中長期の河床
変動，大規模土砂移動現
象の分析を行うにあたっ
て極めて重要な基礎資料

線格子法（表面サンプリング法）

粒径分布の広い河床材料の的確な把握のための，巨礫
から細粒分までを統一的に表現する手法の開発

対象粒径範囲 サンプリング

ふるい分け試験 0.075 mm～100 mm程度
容積サンプリング

（３次元）

線格子法 10mm～300 mm以上
表面サンプリング

（2次元）

粒度分布が広い河床材料を1つの粒径加積曲線
で表現する手法の開発

細粒径 粗粒径

ふるい分け試験
（3次元）

線格子法
（2次元）

3次元化

1つの粒径加積曲線

線格子法
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線格子でサンプリングされた河床材料

ふるい分け試験対象粒径階の河床材料
線格子対象粒径階の河床材料

面のデータから立体のデータに変換
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全試料：粒径𝑑ଵの試料が線格⼦法で確認された量存在

粒径𝑑ଵの試料
粒径𝑑ଶ以下の試料：粒径𝑑ଶの試料が線格⼦法で確認された量を補正した量
存在

粒径𝑑ଵ〜𝑑௝ିଵの試料

粒径𝑑௝以下の試料：粒径𝑑௝の試料が線格⼦法で確認された量を補正した量
存在

粒径𝑑ଵ〜𝑑ேீିଵの試料

粒径𝑑ேீ以下の試料：粒径𝑑ேீの試料が線格⼦法で確認された量を補正した
量存在

粒径𝑑ଵ〜𝑑ேீの試料
粒径𝑑ேீ未満の試料：ふるいわけ試験で対象とした粒径の空間𝐴ଵにおける量
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適用結果

代表粒径𝑑௝と仮想空間の幅・深さ𝐷௝の関係による粒子数の補正；𝑎௝
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これまで個別に実施されてきた大きな粒径を対象とした線格子法と，細かい粒径を対
象としたふるい分け試験
→一つの粒径加積曲線で表示することを可能とした．

• ふるい分け試験と線格子法による粒径分析結果を接続させる明確な閾値は，未解明

• 線格子法では，サンプリング範囲が広くなるため，狭いエリアを対象とした採取方
法等も今後検討すべき事項である

戸蔦大橋
調査地点

線格子法により採取された粒径範囲
（29mm～400mm）での比較

粒径100 mm以上での比較

採取方法 採取量
採取試料粒径

範囲

ふるい分け
試験

1～2 m四方で深さ50 cm
程度まで×4か所

9,600kg 0.00144～
362mm

線格子法
採取ライン50m×2本，

1m間隔
100個 29～400mm

3次元化された線格子法結果
→100mm以下の試料の存在割合を過小
評価
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閾値 300mm 閾値 200mm

閾値 150mm 閾値 125mm

閾値106mm 閾値 75mm

ふるい分け試験 線格子法

閾値を変化させても
10%, 60%, 90%, 平均粒径に
大きな違いはない

採取方法 採取量 採取試料粒径範囲

ふるい分け試験 1～2 m四方で深さ50 cm程度まで×4か所 15kg 0.075～75mm
線格子法 採取ライン約5m十字×2か所，0.1m間隔 100個×2か所 19～78mm

①

②

① ②

線格子法により採取された粒径範囲
（19mm～78mm）での比較

3次元化された
線格子法結果
→20～30mm以上でふるい
分け試験と同程度

100mm以下の試料の場合

無加川

戸蔦別川


